
2025年11月更新

※配管完了時に必ずテストを行う

タイミング 　UB設置後すぐ

テスト前の確認事項
・ワンタッチ継手･HI継手の入り代の確認
・洗濯用配管も座付き水栓エルボを付けて、プラグを打った状態にする。
・UB貫通金具は、キスプラグではなく図①のようなプラグを使用する。
・給湯管にも圧を張りたいので、キッチンや洗面で配管をループさせる。
　電気温水器やエコキュートの場合は、MBの立上げ部分でループさせる。
・４フロアー分､テスト治具を用意

テスト手順

※融着の場合は空気にて10kgf/cm2

※造作工事中に、釘などで配管に穴が空いてもすぐにわかるように、圧は張ったままにしておく。

※器具取付後に必ずテストを行う

タイミング 器具取付後すぐ

テスト前の確認事項
・UB･キッチン・洗面の点検口が開いているか確認
・4フロアー分､継足管を用意（ヴェルデにて）
・給湯系統にも圧を掛け、確実にテスト出来るように
　電気温水器・エコキュートは配管をループさせたままにしておく

テスト手順

※現場によって難しい場合は、空気で5kgf/cm2にて放置
   便器のロータンクに、水を貯めて圧を掛けることが出来れば尚良い（空気でも可）
　 もしくはボールタップをテープで上にとめる
※現場によって難しい場合は、便器のロータンクのみ止水を閉めてでも良い
　（但し、今後の課題として、テスト時エア抜き出来ないから圧は下がる）

水圧テストの流れ

器具取付後のテスト

配管完了時のテスト

目 的
事故のほとんどがフレキの繋ぎ目部分からの水漏れであり、

通水テスト中→お湯出し中→引渡後にも水がにじんでくる為、

器具とフレキの繋ぎ目部分のテストを行う

加圧する3日前に、ヴェルデまで連絡

空気にて15kgf/cm2で圧張り

圧が下がらないことをヴェルデにて確認

※ その後10kgf/cm2に下げて、造作工事完了まで放置 ※

※ 止水栓を全て開ける ※

水圧で10kgf/cm2にて放置

図①

オンダ製作所 検査プラグ 白のＳＧＰプラグ

図②

UB貫通金具
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タイミング 完成間近・ブースターポンプ接続後

通水前の確認事項

メーター止水の開栓

通水・水出し手順

通水・水出しの流れ

電気温水器・エコキュートの場合で

前項の通りテストが出来ていると確認出来た場合
各フレキまでテストが出来ている状態なので、

先に接続して通水・水出し手順に進む

開いていない場合

先に開ける

ガスの場合
接続し、特にフレキから

の漏水が無いか確認

UB・キッチン・洗面の点検口が開いているか

（排水の通水試験も兼ねている為）

前項の通り、器具取付後のテストが出来ていたか確認

ガス給湯器・電気温水器・エコキュートの止水栓は閉めておく

それ以外の止水栓が全て開いているか確認

電気温水器・エコキュートの場合で

前項までのテストが不完全な場合
フレキ部分からの漏水を確認する為、

接続せずに通水・水出し手順に進む

メータ止水栓を開けてすぐに閉め、ゲージの針が下がらないことを確認

（下がるようなら、水栓が開いているか漏れている可能性あり）

住戸内の水側から水が出ること

湯側から水が出ないことを確認

同様に、ガス給湯器・電気温水器・エコキュートの止水を開けて、

メータ止水の開閉にて水が出ていないかをゲージで確認

メータ止水栓を閉めてもゲージの針が下がらないことを確認したら、全開にする
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住戸内通水・水出し

通水・水出し後

湯を沸かすタイミング

最後に

ＵＢから水を出す

（ゴミとエアーを排出しやすいので）
便器のロータンクの止水が閉まっている場合

止水を開け、特にフレキの部分からの漏れを確認する

ＵＢ・キッチン・洗面・便所・洗濯の湯水を流す

水圧の違いでも湯水の接続間違いの確認

前項の通りテストが出来ていると確認出来た場合

フレキからの水漏れが無いと思われる為

一か所ずつしっかり水出しする

前項までのテストが不完全な場合

フレキ等からの水漏れが発生しやすい為、初回の水

出しは短めにし、フレキ部分等もしっかり確認する

初回の通水を早めに切り上げている為、配管にエア

が残っており、水圧を掛けても圧が下がるので、

何周もテストをする必要がある

UBや洗面の点検口から床下が水で濡れていないかを確認

水を止めてメータ止水を閉にし、マスキングテープを貼り、水圧保持の確認

ガス給湯機の場合

通水テストをしているので、ガスが通ったら

出来るだけ早いタイミングでお湯を出す

出湯の後にパッキンが馴染み、隙間が出来て漏水が多い

又、お湯を出すと給湯管が膨張・収縮して漏れる可能性が高くなる為

少しでも早いタイミングでお湯出しテストを行いたい

水圧を10kgf/cm2以上にし、住戸内に水を張り、メータ止水を閉にする。

マスキングテープを貼り、水圧保持の確認

水圧の確認が取れれば、メータ止水を開けて放置し、

床下への水漏れが無いかの確認を行う

ガス給湯機の場合

通水テストをしているので、ガスが通ったら

出来るだけ早いタイミングでお湯を出す

電気温水器・エコキュートの場合

タンクに接続しない状態で通水テストし、

その後タンクに接続→湯沸かし→お湯だしテストする
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洗濯パン ・排水口の蓋は外して､トラップがしっかり固定されているか確認
・排水口の蓋は横に置いておく
・洗濯機水栓のがたつきが無いか確認

便　器 ・ウォシュレットの整線は、器具を取付時に同時に行う
・ウォシュレッﾄの通水を行う

・接続部分の確認
・各止水栓等の貫通部分のシーリングプレートが在るか、割れなどは無いか

換　気 ・浴室暖房乾燥機･レンジフードファン（又は換気扇）を強運転
・バルコニーの窓を開け､便所･洗面の副吸込口に紙を貼り付け吸っているか確認
　　（給気が無いと排気量も少ない為）
・外壁側でキッチン・UBそれぞれのベントキャップから排気されているか､手や道具で確認
・風量の確認
・UB天井内、フレキにへこみは無いか・アルミテープの押さえ・ゴミやほこりは無いか、
　未使用の青色インサートが無いか等確認

※ゼネコン竣工検査 ・減圧弁が設定された状態･電気温水器の場合は湯を沸かし､ドレンの確認

※ゼネコン検査完了後  ・減圧弁を解除し､水圧の高い状態にてさらに放置し､床下の点検を行う
　　（通水時間が短かった場合）

※引渡し前 ・減圧弁を設定する
・前項のテストが確実に行われている場合は、施主検査前にメータを取り付ける
・日程が短く、充分で無い場合は、施主に了解を得た上で水圧テストを続ける

器具付け等の確認

職人・ヴェルデ共に、施工に責任を持ちます

最後には、ヴェルデで確認をします

器具取付後迄のテストが不完全な場合

工事完了まで通水・漏水チェックを全て行って下さい

その後、ヴェルデにて検査します

器具取付後の水圧テストまで正確に行っていただけている場合

通水テスト時に水漏れが極端に少ないと思われるので

通水・水出しはヴェルデで行います
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私が動画で

解説しています

是非ご覧ください！

水圧テスト解説動画
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